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「
雨
垂
れ
石
を
穿
つ
」

　

毎
日
の
何
気
な
い
笑
顔
、
言
葉
、
気
配
り
、
そ
し
て
小
さ
な
努
力
。

そ
の
一
つ
一
つ
の
積
み
重
ね
が
、
今
は
結
果
は
出
な
く
と
も
、
い

ず
れ
必
ず
結
果
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
。

　

人
を
大
切
に
、
自
分
を
大
切
に
。
目
に
は
見
え
な
い
小
さ
な
小

さ
な
努
力
は
、
や
が
て
大
き
な
結
果
を
導
い
て
く
れ
る
と
信
じ
、

今
日
も
明
日
も
小
さ
な
努
力
を
し
続
け
た
い
。

　
　

致
遠
館
中
学
校
・
高
等
学
校
後
援
会
会
長�

山
口

　美
恵

令
和
５
年
度

「
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代
の�

���

新
し
い
学
び
」

　

５
月
８
日
以
降
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
は
５
類
へ
移
行
し
た
が
、
学
校

教
育
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。

学
校
で
は
学
び
の
機
会
を
保
障
す
る

た
め
、臨
時
休
校
や
出
席
停
止
者（
濃

厚
接
触
者
）
等
へ
の
対
応
と
し
て
オ

ン
ラ
イ
ン
授
業
を
実
施
し
た
。
緊
急

対
応
と
し
て
導
入
さ
れ
た
措
置
で
あ

る
。
通
常
の
授
業
に
比
べ
板
書
の
文

字
が
見
え
づ
ら
い
な
ど
は
あ
っ
た
が
、

録
画
に
よ
り
理
解
で
き
な
か
っ
た
と

こ
ろ
を
再
度
見
直
す
こ
と
が
で
き
る

な
ど
の
利
点
も
あ
っ
た
。
ま
た
天
候

不
順
や
交
通
機
関
の
混
乱
な
ど
で
登

校
で
き
な
い
生
徒
に
と
っ
て
も
、
学

習
機
会
の
充
実
に
繋
が
り
、
こ
れ
も

大
き
な
利
点
で
あ
る
。

　

一
方
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
が
適

切
で
は
な
い
教
育
分
野
も
存
在
す
る
。

農
業
系
、
工
業
系
、
体
育
系
、
芸
術

系
に
お
け
る
実
験
・
実
習
授
業
や
実

技
・
演
習
授
業
な
ど
が
そ
れ
に
該
当

す
る
。
実
験
や
実
習
の
後
の
実
験
結

果
の
整
理
や
実
習
レ
ポ
ー
ト
な
ど
は

学
習
用
Ｐ
Ｃ
等
を
積
極
的
に
活
用
し

デ
ジ
タ
ル
資
料
と
し
て
残
す
べ
き
と

考
え
る
。
し
か
し
、
実
際
に
手
や
体

を
動
か
す
こ
と
に
よ
っ
て
体
得
す
べ

き
技
術
は
、
適
切
な
指
導
者
の
下
、

安
全
に
配
慮
し
な
が
ら
実
際
に
自
ら

の
体
（
手
足
）
を
操
作
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
学
ぶ
以
外
の
手
段
は
な
い
。

　

特
に
農
業
系
の
学
校
に
お
い
て
は
、

人
間
が
持
つ
五
感
を
使
っ
て
動
植
物

を
育
て
る
こ
と
の
楽
し
さ
や
命
の
大

切
さ
を
実
感
す
る
学
習
を
行
っ
て
い

る
。
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
時
代
、実
習
・

実
験
授
業
や
実
技
・
演
習
授
業
の
重

要
性
を
再
認
識
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に

「
適
し
た
学
び
」と「
適
さ
な
い
学
び
」

の
区
別
や
適
切
な
組
み
合
わ
せ
を
研

究
し
、
新
た
な
学
び
の
方
法
を
考
え

て
い
き
た
い
。

�

唐
津
南
高
等
学
校　
　
　

�

校
長　
江
島　
博
文

〇
第
68
回
九
高
Ｐ
連
大
会

　
「
熊
本
大
会
」

　

令
和
６
年

　

６
月
20
日
（
木
）・
21
日
（
金
）

〇
第
73
回
全
国
高
Ｐ
連
大
会

　
「
茨
城
大
会
」

　

令
和
６
年

　

８
月
22
日
（
木
）・
23
日
（
金
）

【
旧
役
員
代
表
挨
拶
】

　

役
員
改
選
の
後
、
旧
役
員
を
代
表

し
て
、
致
遠
館
中
学
校
・
高
等
学
校

後
援
会
の
花
田
勇
一
前
会
長
か
ら
退

任
の
ご
挨
拶
を
い
た
だ
い
た
。

　

佐
賀
県
高
Ｐ
連
の
主
な
事
業
計
画

は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

①
通
常
総
会　

６
月
２
日
（
金
）

　
　
「
グ
ラ
ン
デ
は
が
く
れ
」

②
第
67
回
九
高
Ｐ
連
大
会

　
　
「
佐
賀
大
会
」　

佐
賀
市
で
開
催

③
第
72
回
全
国
高
Ｐ
連
大
会

　
　
「
宮
城
大
会
」

　
　

８
月
24
日
（
木
）・
25
日
（
金
）

　
　

カ
メ
イ
ア
リ
ー
ナ
仙
台　

ほ
か

④
地
区
別
指
導
者
研
修
会

▽
鹿
藤
地
区　

10
月
２
日
（
月
）

　
　

嬉
野
市
中
央
公
民
館

▽
杵
西
地
区　

10
月
13
日
（
金
）

　
　

白
石
高
校
普
通
科
キ
ャ
ン
パ
ス

▽
佐
城
地
区　

10
月
26
日
（
木
）

　
　

グ
ラ
ン
デ
は
が
く
れ

▽
三
神
地
区　

11
月
29
日
（
水
）

　
　

三
養
基
高
校
同
窓
会
館
予
定

▽
唐
松
地
区

　
　

11
月
に
開
催
予
定

��

議　
　
事

一　

令
和
４
年
度
事
業
並
び
に
決

算
・
監
査
報
告

　

事
業
及
び
会
務
報
告
の
後
、決
算
・

監
査
の
報
告
を
行
う
。

収
入�

１
３
２
４
万
１
２
２
２
円

支
出�

１
２
０
５
万
６
８
２
２
円

差
引�

１
１
８
万
４
４
０
０
円

�

（
次
年
度
へ
繰
越
）

二　
役
員
改
選

　

会
長
に
西
岡
豊
氏
を
再
任
。
副
会

長
、
理
事
、
監
事
共
に
左
表
の
と
お

り
承
認
さ
れ
た
。

三　
令
和
５
年
度
事
業
計
画
案
・
予

算
案
審
議

　

事
業
に
つ
い
て
は
例
年
ど
お
り
、

佐
高
Ｐ
連
の
地
区
別
指
導
者
研
修
会

を
全
地
区
（
５
地
区
）
開
催
予
定
で

準
備
を
進
め
、
新
聞
も
10
月
と
１
月

の
２
回
発
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

西
岡
会
長
は
、
平
成
29
年
度
か
ら

佐
賀
県
高
Ｐ
連
の
会
長
を
務
め
、
今

年
で
７
年
目
。
平
成
30
年
に
は
、
第

68
回
全
国
高
Ｐ
連
大
会
佐
賀
大
会
の

実
行
委
員
長
も
務
め
た
。

　

６
月
29
日（
木
）は
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー

オ
ー
タ
ニ
佐
賀
で
前
日
会
議
、
30
日

（
金
）
は
佐
賀
市
文
化
会
館
と
Ｓ
Ａ

Ｇ
Ａ
プ
ラ
ザ
（
総
合
体
育
館
）
で
九

高
Ｐ
連
大
会
「
つ
な
が
り�

さ
が
そ

う�

佐
賀
大
会
」
を
九
州
各
県
か
ら

約
１
５
０
０
人
の
会
員
の
参
加
を
得

て
開
催
し
た
。（
第
４
面
に
関
連
記
事
）

　

佐
賀
県
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
は
６
月
２
日
（
金
）、
佐
賀
市
の
「
グ
ラ

ン
デ
は
が
く
れ
」
で
令
和
５
年
度
「
通
常
総
会
」
を
会
員
各
位
の
出
席
の
も
と
、

来
賓
に
佐
賀
県
教
育
委
員
会
副
教
育
長
・
嘉
村
直
樹
様
、
学
校
教
育
課
副
課
長
・

山
邊
健
仁
様
を
お
迎
え
し
て
開
催
し
た
。

　

総
会
で
は
、
令
和
４
年
度
の
事
業
、
決
算
・
監
査
報
告
の
後
、
役
員
改
選
を

行
い
、
西
岡
豊
会
長
（
佐
賀
商
業
高
校
後
援
会
会
長
）
を
再
任
し
た
。
そ
の
後
、

令
和
５
年
度
の
事
業
計
画
案
、
会
計
予
算
案
な
ど
を
協
議
し
、
提
案
ど
お
り
に

可
決
し
た
。
会
の
後
半
に
は
、
第
67
回
九
州
地
区
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
大

会
「
つ
な
が
り��

さ
が
そ
う��

佐
賀
大
会
」
の
第
５
回
実
行
委
員
会
を
開
催
し
た
。

今
回
は
大
会
前
の
最
後
の
実
行
委
員
会
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
実
際
の
大
会
の
場

面
を
想
定
し
、
司
会
・
進
行
等
の
リ
ハ
ー
サ
ル
を
行
っ
た
。

※
な
お
、
西
岡
豊
会
長
は
、
九
高
Ｐ
連
副
会
長
、
全
国
高
Ｐ
連
専
務
理
事
も
兼
任

会　
長

西
岡　
　

豊

佐
賀
商

会　

長

理　
事

石
丸　

直
人

伊
万
里
実

会　

長

◇
調
査
広
報

副
会
長

川
代　

勇
一

佐
賀
商

副
会
長
　

調
査
広
報

〃

原
口
ル
ミ
子

嬉

野

〃

○
総　
　

務

〃

山
口　

美
恵

致
遠
館

会　

長

◇
総　
　

務

〃

北
村　
　

舞

北

陵

〃

　

総　
　

務

〃

松
永　

作
二

三
養
基

〃

○
調
査
広
報

〃

野
田　
　

亮

佐
賀
西

校　

長
　

総　
　

務

〃

中
津
海
美
和
子

龍

谷

〃

◇
進
路
対
策

〃

江
島　

博
文

唐
津
南

〃

　

健
全
育
成

〃

前
田　

勝
久

唐
津
西

〃

○
進
路
対
策

〃

深
町　

俊
善

佐
賀
商

〃

　

調
査
広
報

〃

藤
井
陽
太
郎

白

石

〃

○
健
全
育
成

〃

吉
松　

幸
宏

龍

谷

〃

　

進
路
対
策

〃

原
口
ル
ミ
子

嬉

野

〃

○
総　
　

務

〃

牟
田　

秀
哉

三
養
基

〃

　

調
査
広
報

〃

横
尾　

順
子

佐
賀
北

副
会
長
　

健
全
育
成

〃

吉
松　

幸
宏

龍

谷

〃

　

進
路
対
策

〃

山
口
直
希
子

龍

谷

〃

　

進
路
対
策

〃

岡
本　
　

隆

唐
津
西

〃

　

進
路
対
策

〃

江
島　

博
文

唐
津
南

校　

長
　

健
全
育
成

〃

溝
口　

哲
也

白

石

〃

　

健
全
育
成

理　
事

松
永　

作
二

三
養
基

会　

長

○
調
査
広
報

〃

香
田　
　

信

嬉

野

〃

　

総　
　

務

〃

中
津
海
美
和
子

龍

谷

〃

◇
進
路
対
策

監　
事

辻　
　

裕
一

神　
　

埼

会　

長

〃

野
田　

勝
人

多

久

〃

◇
健
全
育
成

〃

清
水　
　

久

唐
津
青
翔

〃

〃

前
田　

勝
久

唐
津
西

〃

○
進
路
対
策

〃

古
賀　
　

誠

敬　
　

徳

〃

〃

藤
井
陽
太
郎

白

石

〃

○
健
全
育
成

顧　
問

小
出　

邦
彦
（
佐
高
Ｐ
連
元
会
長
）

令和５年度 佐賀県高等学校ＰＴＡ連合会新役員の皆さん
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厳 木 高 校
牛 津 高 校

花田　勇一 氏
豊村　貴司 氏

国国

神
埼
高
等
学
校
後
援
会

神
埼
高
等
学
校
後
援
会

厳
木
高
等
学
校
教
育
振
興
会

厳
木
高
等
学
校
教
育
振
興
会

伊
万
里
高
等
学
校
後
援
会

伊
万
里
高
等
学
校
後
援
会

牛
津
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

牛
津
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

神 埼 高 校
伊万里高校

安元　孝史 氏
北島　正晴 氏

致
遠
館
中
学
校
・
高
等
学
校
後
援
会

 

前
会
長  

花
田
　勇
一  

氏

佐
賀
北
高
等
学
校
後
援
会

 

元
会
長  

野
中
　宣
明  

氏

（
優
良
Ｐ
Ｔ
Ａ
）

佐
賀
西
高
等
学
校
後
援
会

　

令
和
５
年
度
優
良
Ｐ
Ｔ
Ａ
文
部
科

学
大
臣
表
彰
を
佐
賀
西
高
等
学
校
後

援
会
が
受
賞
し
ま
し
た
。
日
頃
の
熱

心
な
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
が
評
価
さ
れ
、
全

国
高
Ｐ
連
大
会
宮
城
大
会
に
お
い
て

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

（
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
振
興
功
労
者
）

　

同
じ
く
宮
城
大
会
に
お
い
て
Ｐ
Ｔ

Ａ
活
動
振
興
功
労
者
表
彰
を
左
記
の

２
名
の
方
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

東
明
館
中
学
校
・
高
等
学
校
後
援
会

�

前
会
長  

北
島
　正
晴  

氏

　

後
援
会
役
員
と
し
て
５
年
間
、
う

ち
１
年
間
を
会
長
と
し
て
務
め
ら
れ

た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
に

よ
り
活
動
が
制
限
さ
れ
た
中
で
も
、

可
能
な
限
り
コ
ロ
ナ
前
の
活
動
を
取

り
入
れ
な
が
ら
、
役
員
お
よ
び
会
員

の
親
睦
を
深
め
、
会
の
運
営
に
取
り

組
ま
れ
た
。

有
田
工
業
高
等
学
校
全
日
制
Ｐ
Ｔ
Ａ

�

前
会
長  

安
元
　孝
史  

氏

　

令
和
２
年
度
よ
り
３
年
間
に
わ
た

り
本
校
全
日
制
Ｐ
Ｔ
Ａ
副
会
長
、
会

長
と
し
て
、
本
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
ご

尽
力
い
た
だ
い
た
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
以

外
に
も
甲
子
園
大
会
出
場
に
伴
う
寄

付
金
集
め
等
に
も
協
力
し
て
い
た
だ

い
た
。

武
雄
青
陵
中
学
校
・
武
雄
高
等
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ 

前
会
長  

豊
村
　貴
司  

氏

　

中
高
一
貫
校
で
あ
る
本
校
で
、
中

学
・
高
校
と
長
年
に
わ
た
り
教
育
活

動
に
対
す
る
支
援
を
行
っ
た
。
高
校

で
は
副
会
長
１
年
、
会
長
４
年
と
常

に
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
中
心
と
し
て
活
躍

し
た
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
・
本
校
職
員
か

ら
の
人
望
も
厚
く
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
が

円
滑
に
進
行
で
き
る
よ
う
運
営
に
携

わ
っ
た
。

　

本
校
後
援
会
は
会
員
相
互
の
親
睦

を
図
り
な
が
ら
、
お
互
い
に
協
力
し

て
家
庭
や
社
会
と
連
携
し
、
本
校
の

教
育
活
動
の
推
進
や
事
業
の
支
援
に

貢
献
し
て
い
る
。

　

広
報
部（
後
援
会
新
聞
づ
く
り
等
）

と
総
務
部
（
挨
拶
運
動
・
大
学
訪
問

等
）
を
活
動
の
場
と
し
て
諸
事
業
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

本
校
の
後
援
会
は
、
学
校
祭
の
準

備
期
間
に
お
け
る
登
校
指
導
や
、
後

援
会
新
聞
の
作
成
な
ど
、
会
員
間
の

連
携
に
よ
り
継
続
的
に
活
動
し
て
い

る
。
ま
た
３
年
生
激
励
会
の
実
施
を

は
じ
め
学
校
行
事
に
お
け
る
物
心
両

　

教
育
振
興
会
で
は
、
厳
木
駅
を
地

域
の
交
流
・
活
性
化
の
拠
点
と
と
ら

え
て
い
る
。
令
和
４
年
度
に
お
い
て

は
、
本
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
・
美
術

部
の
生
徒
と
と
も
に
土
曜
夜
市
に
協

力
す
る
な
ど
、
地
域
活
性
化
に
取
り

組
ん
だ
。
ま
た
、
食
物
研
究
部
が
考

案
し
た
パ
ン
を
地
域
の
パ
ン
店
と
協

力
し
て
販
売
し
た
。

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、

学
校
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
教
育
活

動
等
へ
の
援
助
を
行
っ
て
い
る
。
学

期
ご
と
の
役
員
会
や
朝
の
挨
拶
運
動
、

面
の
支
援
に
よ
り
、
本
校
の
教
育
活

動
に
も
尽
力
し
て
い
る
。

学
校
・
企
業
訪
問
、
体
育
祭
や
文
化

祭
で
の
受
付
な
ど
、
会
員
が
協
力
し

て
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
支
え
る
活

動
を
継
続
的
に
行
っ
て
い
る
。

致
遠
館
中
学
校
・
高
等
学
校
後
援
会

 

前
会
長  

花
田
　勇
一  

氏

　

通
算
７
年
に
わ
た
り
本
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

の
会
長
な
ど
の
役
員
を
務
め
、
本
校

の
教
育
活
動
に
対
す
る
協
力
並
び
に

援
助
を
達
成
す
る
た
め
に
活
動
し
た
。

定
期
評
議
員
会
や
学
校
祭
を
は
じ
め

と
す
る
学
校
行
事
を
支
援
す
る
と
と

も
に
、
大
学
訪
問
等
を
行
っ
た
。

・
香
楠
中
・
鳥
栖

　
「
香
楠
中
・
鳥
栖
高
Ｐ
Ｔ
Ａ
新
聞
」

・
神　

埼　
　
「
か
ち
が
ら
す
」

・
佐
賀
東　
　
「
東
風
」

・
佐
賀
西　
　
「
薫
楠
」

・
佐
賀
北　
　
「
朝
の
風
」

・
致
遠
館　
　
「
飛
躍
」

・
小　

城　
　
「
小
城
高
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
報
」

・
唐
津
西　
　
「
ま
つ
ら
」

・
伊
万
里　
　
「
笹
尾
台
の
風
」

・
武
雄
青
陵
中
「
若
葉
」

・
鹿　

島　
　
「
鹿
高
祭　

特
番
」

・
高
志
館　
　
「
瀬
の
音
」

・
伊
万
里
実　
「
な
ご
実
」

・
佐
賀
農　
　
「
大
地
」

・
佐
賀
工　
　
「
か
け
は
し
」

・
有
田
工　
　
「
有
薫
」

・
鳥
栖
商　
　
「
飛
翔
」

・
佐
賀
商　
　
「
恒
星
」

・
唐
津
商　
　
「
桐
庭
」

・
神
埼
清
明　
「
生
命
」

・
嬉
野
（
塩
田
校
舎
）「
観
瀾
亭
」

・
東
明
館　
　
「
基
の
山
城
」

・
早
稲
田
佐
賀
「
唐
津
の
風
」

　

九
高
Ｐ
連
佐
賀
大
会
の
広
報
紙
コ

ン
ク
ー
ル
審
査
の
結
果
、
佐
賀
西
の

広
報
紙
「
薫
楠
」
は
優
秀
賞
を
受
賞
。

佐賀大会での広報紙展示の様子
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シリーズ №36

頑張ってるね!
!

　　 輝いてる
ね!!頑張ってるね!
!

　　 輝いてる
ね!!頑張ってるね!
!

　　 輝いてる
ね!!

（
敬
称
略
）

保
護
者
研
修
会
「
金
融
経
済
教
育
」

龍
谷
高
等
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
一
本
化
！

嬉
野
高
等
学
校

地
域
と
の
つ
な
が
り
を
よ
り
密
に

三
養
基
高
等
学
校

次　　回
シリーズ
の 予 告

次　　回
シリーズ
の 予 告

　

７
月
１
日
（
土
）
保
護
者
研
修
会

を
開
催
。
今
回
は
、
生
徒
が
ラ
イ
フ

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
す
る
上
で
考
え
る

べ
き
こ
と
を
保
護
者
の
皆
様
に
も
理

解
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
狙
い
と
し

ア
ク
サ
生
命
（
株
）
の
フ
ァ
イ
ナ
ン

シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
で
あ
る
中
川
陽

氏
を
講
師
と
し
て
お
招
き
し
ま
し
た
。

こ
の
企
画
は
エ
フ
エ
ム
佐
賀
と
の
コ

ラ
ボ
に
よ
り
実
施
。
研
修
会
終
了
後

参
加
さ
れ
て
い
る
保
護
者
へ
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
も
予
定
し
て
い
ま
し
た
。

「
人
生
を
経
営
す
る
と
い
う
視
点
か

ら
必
要
と
さ
れ
る
金
融
リ
テ
ラ
シ
ー

を
身
に
つ
け
る
講
座
」
と
い
う
演
題

で
生
徒
に
必
要
な
資
産
形
成
の
知
識

と
は
何
か
に
つ
い
て
講
演
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
少
子
高
齢
化
に
伴
い
、

若
い
世
代
の
負
担
が
今
後
さ
ら
に
大

き
く
な
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
国
も
資

産
運
用
を
勧
め
て
い
る
社
会
的
背
景

や
そ
の
資
産
運
用
の
在
り
方
、
そ
れ

に
伴
う
リ
ス
ク
等
、
大
変
わ
か
り
や

す
く
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

自
ら
希
望
し
研
修
会
に
参
加
し
て

く
れ
た
本
校
３
年
横
須
賀
愛
理
さ
ん
、

保
護
者
の
皆
様
の
反
応
も
よ
く
講
演

後
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
も
有
意
義
な
も

の
で
し
た
。
保
護
者
の
皆
様
に
は
是

非
と
も
子
ど
も
さ
ん
と
の
将
来
の
ラ

イ
フ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
関
わ
る
会
話

に
繋
げ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

嬉
野
高
校
は
、
前
身
の
塩
田
工
業

高
校
と
嬉
野
高
校
が
統
合
し
、
平
成

30
年
４
月
に
新
し
い
嬉
野
高
校
と
し

て
開
校
、
今
年
度
創
立
６
年
目
と
な

る
学
校
で
あ
る
。
一
つ
の
学
校
と

な
っ
た
も
の
の
、
校
舎
制
を
と
る
高

校
と
し
て
は
佐
賀
県
内
で
は
最
も
校

舎
間
の
距
離
の
あ
る
学
校
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
生
徒
間
の
交
流
や
学
校

行
事
の
合
同
開
催
な
ど
一
つ
の
高
校

と
し
て
の
一
体
感
の
醸
成
が
課
題
と

な
っ
て
い
る
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
昨
年
度
か
ら
進

め
ら
れ
て
き
た
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
一
本
化
計

画
。
こ
れ
ま
で
は
校
舎
ご
と
の
活
動

と
な
っ
て
い
た
が
、
役
員
構
成
や
Ｐ

Ｔ
Ａ
事
業
を
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り

保
護
者
同
士
の
一
体
化
を
促
し
、
生

徒
の
よ
り
よ
い
成
長
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
統
合
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。
令
和
５
年
５
月
13
日

（
土
）
に
両
校
舎
合
同
で
の
Ｐ
Ｔ
Ａ

　

佐
賀
県
が
令
和
４
年
度
か
ら
３
年

間
計
画
で
「
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
唯
一
無
二
の

学
校
魅
力
化
実
践
事
業
」
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
が
、
本
校
は
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ

ス
マ
ー
ト
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
（
Ｓ
Ｓ
Ｌ
）

の
指
定
校
に
な
っ
て
お
り
、
地
域
課

題
研
究
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
を
通
じ

て
、
地
域
を
知
り
も
っ
と
地
域
と
積

極
的
に
関
わ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

活
動
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
本
校
の
主
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

○　

昭
和
53
年
創
部
の
あ
す
な
ろ
部

は
、
自
分
に
で
き
る
さ
さ
や
か
な
こ

と
を
大
切
に
し
、
楽
し
み
な
が
ら
地

域
や
社
会
と
つ
な
が
り
自
分
た
ち
の

成
長
に
も
つ
な
げ
た
い
と
の
思
い
で
、

現
在
９
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

週
に
２
度
、
地
元
中
原
小
学
校
の

学
童
保
育「
ひ
ま
わ
り
児
童
ク
ラ
ブ
」

に
行
き
、
小
学
生
の
子
ど
も
た
ち
と

遊
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
月
に
一
度
、
中
原
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
「
と
っ
こ
い
子
育
て

広
場
」
で
、
季
節
の
イ
ベ
ン
ト
や
未

就
園
児
と
の
ふ
れ
あ
い
に
も
参
加
し

て
い
ま
す
。

○　

最
近
は
み
や
き
町
と
の
連
携
を

図
り
、「
図
書
館
お
は
な
し
会
」「
み

や
き
町
日
本
語
教
室
」「
み
や
き
マ

ル
シ
ェ
」「
長
崎
街
道
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
＆
マ
ル
シ
ェ
」
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

に
希
望
者
が
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

◎
功
労
者
表
彰

香
楠
中
・
鳥
栖

野
々
下
み
ど
り

佐 

賀 

西

枝
國
源
一
郎

致
遠
館
中
・
高

花
田　

勇
一

唐 

津 

西

濱
道　

正
和

武
雄
青
陵
中
・
武
雄

豊
村　

貴
司

白　
　

石

川
﨑　
　

信

唐 

津 

南

百
武　

哲
治

伊
万
里
実

桒
原　

進
一

佐 

賀 

農

福
田　

昇
悟

鳥 

栖 

工

木
下　
　

剛

鳥
栖
工
定

中
川
か
お
る

有 

田 

工

安
元　

孝
史

鳥 

栖 

商

島　
　

和
也

唐 

津 

商

百
束　
　

格

牛　
　

津

山
田　

美
穂

神
埼
清
明

久
田　

幸
作

唐
津
青
翔

石
丸　

知
弘

東
明
館
中
・
高

北
島　

正
晴

早
稲
田
佐
賀
中
・
高

前
田　

耕
介

早
稲
田
佐
賀
中
・
高

大
河
内
正
康

◎
感
謝
状
贈
呈

致
遠
館
中
・
高

花
田　

勇
一

東
明
館
中
・
高

北
島　

正
晴

佐
賀
学
園

村
瀬　

正
行

唐 

津 

西

濱
道　

正
和

有 

田 

工

安
元　

孝
史

太　
　

良

松
本　

繁
治

鳥 

栖 

商

井
上　

健
史

白　
　

石

川
﨑　
　

信

有
田
工
定

松
下　

直
稔

佐 

賀 

西

青
木　

勝
彦

東
明
館
中
・
高

神
野　

元
基

佐
賀
学
園

福
地　

昌
平

唐 

津 

西

下
村　

昌
弘

有 

田 

工

山
崎　

哲
也

太　
　

良

今
田　

康
光

三 

養 

基

山
田
あ
お
い

厳　
　

木

松
田　

弘
衣

佐 

賀 

農

福
田　

昇
悟

　

次
回
の
シ
リ
ー
ズ
37
「
頑
張
っ
て
る
ね
‼
輝
い
て
る

ね
‼
」
は
、
佐
賀
県
立
白
石
高
等
学
校
と
佐
賀
県
立
唐

津
特
別
支
援
学
校
の
掲
載
を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、

楽
し
み
に
し
て
い
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、

各
地
区
代
表
の
５
校
を
毎
年
２
回
に
分
け
て
、
生
徒
や

保
護
者
の
活
動
や
活
躍
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

総
会
を
開
催
し
、
嬉
野
高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

が
一
つ
の
組
織
と
な
っ
た
。
昨
年
度

ま
で
各
校
舎
で
実
施
し
て
い
た
Ｐ
Ｔ

Ａ
関
連
行
事
を
両
校
舎
合
同
で
行
い
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
新
聞
も
合
同
で
制
作
す
る
。

　

保
護
者
、
職
員
そ
し
て
生
徒
が
、

一
つ
の
高
校
で
学
ん
で
い
る
一
体
感

が
今
後
さ
ら
に
高
ま
っ
て
い
く
こ
と

を
期
待
さ
れ
て
い
る
。

○

生
徒
会
主
催
で
、
日
頃
お
世
話

に
な
っ
て
い
る
地
域
に
少
し
で
も
恩

返
し
を
し
よ
う
と
考
え
、
学
年
ご
と

に
わ
か
れ
て
年
に
３
回
ゴ
ミ
拾
い
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

令和５年度嬉野高校PTA総会

嬉野高校PTA新聞編集委員会

両校舎で行われたPTA挨拶運動（塩田校舎）

両校舎で行われたPTA挨拶運動（嬉野校舎）

とっこい子育て広場

日本語教室

ひまわり児童クラブ
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第１分科会

青少年の健全育成とＰＴＡ活動について

～学校行事と連携した活動を目指して～

佐賀県立唐津工業高等学校

PTA会長　末次　知浩

九
州
地
区
高
Ｐ
連
大
会

九
州
地
区
高
Ｐ
連
大
会

「
つ
な
が
り 

さ
が
そ
う 

佐
賀
大
会
」（
発
表
概
要
）

全
国
高
Ｐ
連
大
会

全
国
高
Ｐ
連
大
会

大会
テーマ

１
４
２
名
が
参
加
！

１
４
２
名
が
参
加
！

宮
城
大
会
（
８
月
24
・
25
日
）

「
豊
か
な
杜
に
つ
む
ぐ
虹
の
光
」

　～
し
な
や
か
な
強
さ
で
生
き
抜
く
力
～

第
67
回
九
州
地
区
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
大
会

「
つ
な
が
り 

さ
が
そ
う 

佐
賀
大
会
」

第
67
回
九
州
地
区
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
大
会

「
つ
な
が
り 

さ
が
そ
う 

佐
賀
大
会
」

　

第
６７
回
九
州
地
区
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ

Ａ
連
合
会
大
会
「
つ
な
が
り
さ
が

そ
う
佐
賀
大
会
」
は
、
６
月
２９
日

（
木
）・
30
日
（
金
）
の
２
日
間
、
九

州
各
県
か
ら
約
１
５
０
０
人
の
会
員

の
参
加
を
得
て
佐
賀
市
内
で
開
催
し

ま
し
た
。

　

第
１
日
目
は
、
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー

オ
ー
タ
ニ
佐
賀
に
お
い
て
、
全
体
会
、

４
委
員
会
、
理
事
会
・
総
会
を
行
っ

た
後
、
翌
日
の
大
会
の
運
営
打
合
せ

会
を
行
い
ま
し
た
。

　

第
２
日
目
の
午
前
中
は
、
Ｓ
Ａ
Ｇ

Ａ
プ
ラ
ザ
（
総
合
体
育
館
）
と
佐
賀

市
文
化
会
館
に
お
い
て
、
３
つ
の
分

科
会
を
行
い
ま
し
た
。
第
１
分
科
会

で
は
、
唐
津
工
業
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

の
末
次
知
浩
会
長
に
「
青
少
年
の
健

全
育
成
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
つ
い
て
」

発
表
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

午
後
は
、
鳥
栖
商
業
高
等
学
校
ダ

ン
ス
部
に
よ
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の

後
、
開
会
式
、
記
念
講
演
、
閉
会
式

を
行
い
ま
し
た
。
記
念
講
演
で
は
、

大
阪
大
学
名
誉
教
授
の
小
野
田
正
利

先
生
に
「
人
と
し
て
の
尊
厳
の
大
切

さ
」
と
い
う
演
題
で
講
演
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
第
３
分
科
会
で
は
、
佐
賀

東
高
等
学
校
演
劇
部
に
よ
る
演
劇
上

演
の
後
、「
新
時
代
の
『
大
人
』
に
、

未
来
を
託
し
て
」
と
い
う
テ
ー
マ
で

保
護
者
、
先
生
、
生
徒
の
代
表
者
に

よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を

行
い
ま
し
た
。

　

閉
会
式
で
は
、
西
岡
会
長
か
ら
次

期
開
催
県
の
熊
本
県
連
の
浅
見
会
長

に
大
会
旗
が
引
き
継
が
れ
ま
し
た
。

は
じ
め
に

　
「
学
校
と
家
庭
及
び
地
域
社
会
と

の
連
絡
・
提
携
に
関
し
て
、
保
護
者

と
教
職
員
が
協
力
し
な
が
ら
、
学
校

の
目
指
す
教
育
の
振
興
に
努
め
て
い

く
」
と
い
う
目
的
を
掲
げ
活
動
し
て

い
る
。

学
校
行
事
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

⑴
総
会

　

出
来
る
だ
け
多
く
の
保
護
者
に
出

席
し
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
か
ら
、

学
校
に
対
し
て
、
日
曜
開
催
で
総
会

の
前
に
担
任
の
授
業
参
観
を
設
け
て

頂
く
こ
と
と
、
総
会
の
後
、
希
望
者

は
担
任
面
談
を
設
け
て
頂
く
こ
と
を

お
願
い
し
て
い
る
。

⑶
企
業
見
学
会

　

卒
業
生
の
就
職
先
視
察
と
役
員
相

互
の
交
流
を
兼
ね
て
、
11
月
に
実
施

し
て
い
る
。
今
年

度
か
ら
、
県
内
か

ら
九
州
内
に
見
学

の
幅
を
広
げ
た
い

と
思
っ
て
い
る
。

⑷
全
校
マ
ラ
ソ
ン
大
会

　

毎
年
、
12
月
に

10
㎞
の
マ
ラ
ソ
ン

大
会
が
開
催
さ
れ

る
が
、
ゴ
ー
ル
し

た
子
ど
も
た
ち
に

喜
ん
で
も
ら
お
う

と
「
う
ど
ん
」
を

提
供
し
て
い
る
。

⑸
卒
業
生
激
励
会

　

２
月
の
最
終
登
校
日
に
《
ぼ
た
餅

の
よ
う
に
心
は
丸
く
、
芯
は
粘
り
強

い
子
》
に
な
っ

て
ほ
し
く
「
ぼ

た
餅
」
を
提
供

し
て
い
る
。

パ
ッ
ク
の
包
み

紙
に
は
ク
ラ
ス

写
真
を
貼
っ
て

い
る
。

終
わ
り
に

　

子
ど
も
た
ち
に
は
、
応
援
し
て
く

れ
る
人
の
存
在
を
実
感
し
て
ほ
し
い

と
思
う
。
そ
の
実
感
が
子
ど
も
た
ち

の
活
力
と
な
り
、
周
囲
へ
の
感
謝
の

気
持
ち
を
育
み
、
信
頼
関
係
が
築
か

れ
て
い
く
と
思
う
。

⑵
文
化
祭

　

ク
ラ
ス
委
員
を
中
心
に
、
最
近
で

は
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
販
売
を
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
豚
汁
と
お
に
ぎ
り
セ
ッ
ト
、

焼
き
そ
ば
な
ど
を
手
が
け
て
き
た
。

　

第
72
回
全
国
高
Ｐ
連
宮
城
大
会
は
、

８
月
24
日
（
木
）、
全
国
各
地
か
ら

約
６
千
名
の
会
員
が
参
加
し
、
仙
台

市
の
カ
メ
イ
ア
リ
ー
ナ
仙
台
を
メ
イ

ン
会
場
と
し
て
開
幕
し
た
。

　

第
１
日
目
は
、
６
つ
の
分
科
会
が

会
場
ご
と
に
分
か
れ
て
開
催
さ
れ
、

最
初
に
宮
城
県
の
高
校
生
に
よ
る
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
映
像
上
映
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
開
会
行
事
が
行
わ
れ
、
基

調
講
演
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
、
閉
会
行
事
と
続
い
た
。

　

第
２
日
目
の
８
月
25
日
（
金
）
は
、

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
後
、
町
田
さ
や

か
大
会
実
行
委
員
長
に
よ
る
開
会
の

挨
拶
が
あ
り
、
一
般
社
団
法
人
全
国

高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
山
田
博
章

会
長
の
式
辞
、
文
部
科
学
副
大
臣
な

ど
来
賓
の
祝
辞
、
表
彰
式
と
続
い
た
。

　

表
彰
式
で
は
本
県
か
ら
、
優
良
Ｐ

Ｔ
Ａ
文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
佐
賀
西

高
等
学
校
後
援
会
が
受
賞
、
ま
た
、

個
人
表
彰
で
は
、
致
遠
館
中
学
校
・

高
等
学
校
後
援
会
の
花
田
勇
一
前
会

長
と
、
佐
賀
北
高
等
学
校
元
会
長
の

野
中
宣
明
元
会
長
が
受
賞
さ
れ
た
。

続
い
て
行
わ
れ
た
全
国
大
会
会
長
表

彰
の
優
秀
単
Ｐ
表
彰
で
は
、
厳
木
高

等
学
校
教
育
振
興
会
と
牛
津
高
等
学

校
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
、
功
労
者
表
彰
で
は
、

致
遠
館
中
学
校
・
高
等
学
校
後
援
会

前
会
長
の
花
田
勇
一
氏
と
武
雄
青
陵

中
学
校
・
武
雄
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
前

会
長
の
豊
村
貴
司
氏
が
受
賞
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、「
伝
わ
る
言
葉
～
失
敗

か
ら
学
ぶ
～
」
と
い
う
演
題
で
、
昨

年
全
国
高
校
野
球
選
手
権
大
会
で
東

北
初
の
全
国
制
覇
に
導
い
た
須
江
航

監
督
に
よ
る
「
記
念
講
演
」
が
あ
っ

た
。
今
年
も
決
勝
戦
を
終
え
た
ば
か

り
の
ご
多
忙
な
中
で
来
場
い
た
だ
い

た
。
閉
会
式
で
は
、
来
年
度
の
開
催

県
で
あ
る
茨
城
県
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

連
合
会
へ
大
会
旗
の
引
き
継
ぎ
が
行

わ
れ
た
。
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